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売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 1,001 － 9 － 8 － 28 －

2025年３月期 － － － － － － － －

１株当たり

当期純利益

潜在株式調整後

1株当たり当期純利益

自己資本

当期純利益率

総資産

経常利益率

売上高

営業利益率

円　銭 円　銭 ％ ％ ％

2026年３月期 12.51 － 9.4 1.0 0.9

2025年３月期 － － － － －

総 資 産 純 資 産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円　銭

2026年３月期 803 320 39.9 139.37

2025年３月期 － － － －

営業活動による

キャッシュ・フロー

投資活動による

キャッシュ・フロー

財務活動による

キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物

期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 17 △13 △19 125

2025年３月期 － － － －

年間配当金 配当金総額

（合計）
配当性向

純資産

配当率中間期末 期 末 合 計

円   銭 円   銭 円   銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 0.00 0.50 0.50 1 14.1 0.4

2026年３月期 0.00 0.50 0.50 1 4.0 0.4

2027年３月期(予想) 0.00 0.50 0.50 3.9

（百万円未満切捨て）

１．2026年3月期の業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

（１）経営成績　　　　                                                 　　　　　　　　 （％表示は対前期増減率）

（参考）持分法投資損益　2026年３月期　－百万円　　2025年３月期　－百万円

（注）１．2025年３月期については、連結業績を開示しておりましたが、2026年３月期より非連結での業績を開示してお

ります。そのため、2025年３月期の経営成績及び2026年３月期の対前期増減率については記載しておりませ

ん。

　　　２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）財政状態

（参考）自己資本　2026年３月期　320百万円　　2025年３月期　－百万円

（注）2025年３月期については、連結業績を開示しておりましたが、2026年３月期より非連結での業績を開示しておりま

　　　す。そのため、2025年３月期の財政状態については記載しておりません。

（３）キャッシュ・フローの状況

（注）2025年３月期については、連結業績を開示しておりましたが、2026年３月期より非連結での業績を開示しておりま

　　　す。そのため、2025年３月期のキャッシュ・フローの状況については記載しておりません。

２．配当の状況
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売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭

12.92通　期 1,083 8.2 45 386.5 44 432.2 29 3.3

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①　会計基準等の改正に伴う会計方針の変更　　　　　　　　：無

②　①以外の会計方針の変更　　　　　　　　　　　　　　　：無

③　会計上の見積りの変更　　　　　　　　　　　　　　　　：無

④　修正再表示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：無

（２）発行済株式数（普通株式）

　期末発行済株式数(自己株式を含む) 2026年３月期 2,500,000株 2025年３月期 2,500,000株

　期末自己株式数 2026年３月期 201,000株 2025年３月期 201,000株

　期中平均株式数 2026年３月期 2,299,000株 2025年３月期 2,299,000株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、決算短信（添付資料）５ペ

ージの「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧下さい。

３．2027年３月期の業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

　　　　                                                 　　　　　　　　　　　　　 （％表示は対前期増減率）

※　注記事項
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当事業年度における我が国経済は、緩やかな回復基調にあるものの、断続的な物価上昇や為替相場の変動に加

え、本年２月以降の中東情勢緊迫化に伴うエネルギー価格の再高騰など、依然として予断を許さない状況が続いて

おります。

　このような環境下、当社におきましては、原材料やエネルギーコストの上昇分を適正に価格へ反映させる取り組

みを進め、一定のコスト補填を実現いたしました。しかしながら、物価高騰の長期化により市場全体の消費マイン

ドが冷え込み、主要顧客層において慎重な投資・購買姿勢が見られた結果、リピート受注が減少する形となり、売

上高および売上総利益は前年度を下回りました。

　そのような中、当社では「中小企業の企画部を代行し顧客の売上を上げる」というミッションのもと、ブランデ

ィングによる付加価値提案を強化してまいりました。その結果、支援対象となる業種が着実に広がりを見せており

ます。また、新たな成長エンジンとして、企業の節目を支援する「周年記念プロジェクトパッケージ」の展開や、

昨今の深刻な労働力不足に対応する「採用ブランディング」のサービスを新たに開始いたしました。これらの新サ

ービスは、インナーブランディングの知見を活かした独自性の高い支援として、顧客から高い評価を得ておりま

す。

　今後も、変化する市場環境や社会課題に即応した戦略的なパートナーとして、対象業種の拡大と新サービスの浸

透を図り、収益力の回復と持続的な成長を目指してまいります。

　これらの結果、当事業年度における売上高は1,001,345千円、営業利益は9,339千円、経常利益は8,405千円、当

期純利益は28,749千円となりました。

　なお、当社はブランディング及び商品開発デザイン事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を

省略しております。また、当社は2025年10月１日付で子会社であった株式会社むすびのを吸収合併したことに伴

い、2026年３月期より非連結決算へ移行したことから、前年同期との比較分析は行っておりません。

（２）当期の財政状態の概況

(流動資産)

　当事業年度末における流動資産の残高は、前事業年度末に比べ19,348千円増加し、388,118千円となりました。

主な変動要因は、売掛金の増加16,217千円であります。

(固定資産)

　当事業年度末における固定資産の残高は、前事業年度末に比べ24,292千円減少し、415,002千円となりました。

主な変動要因は、有形固定資産の減少7,251千円、関係会社株式の減少19,500千円であります。

(流動負債)

　当事業年度末における流動負債の残高は、前事業年度末に比べ22,627千円増加し、304,350千円となりました。

主な変動要因は、買掛金の増加23,026千円、短期借入金の増加24,000千円、契約負債の減少7,935千円、1年内返済

予定の長期借入金の減少11,418千円であります。

(固定負債)

　当事業年度末における固定負債の残高は、前事業年度末に比べ55,171千円減少し、178,357千円となりました。

主な変動要因は、資産除去債務の増加16,772千円、長期借入金の減少31,338千円、繰延税金負債の減少49,329千円

であります。

(純資産)

　当事業年度末における純資産の残高は、前事業年度末に比べ27,600千円増加し、320,413千円となりました。主

な変動要因は、当期純利益28,749千円を計上したことに伴う利益剰余金の増加であります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ11,834千円減少し、

125,810千円となりました。

　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、17,909千円の収入となりました。主な内訳は、税引前当期純損失の計上

20,379千円、減価償却費22,817千円、貸倒引当金戻入額133,785千円、抱合せ株式消滅差損161,300千円、売上債権

の増加額20,083千円、仕入債務の増加額23,026千円、法人税等の支払額5,816千円および利息の支払額3,337千円等

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、13,030千円の支出となりました。主な内訳は、有形固定資産の取得によ

る支出12,470千円、無形固定資産の取得による支出610千円等であります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、19,905千円の支出となりました。主な内訳は、短期借入金の純増額

24,000千円、長期借入金の返済による支出42,756千円、配当金の支払額1,149千円であります。

（４）今後の見通し

　次期の見通しにつきましては、中堅・中小企業におけるブランディングやクリエイティブへの投資意欲は依然と

して高いものの、社内におけるマーケティング・企画担当者の慢性的な不足という課題がより顕著になっておりま

す。

　当社は、こうした企業の「企画部機能」を実質的に代行し、その機能を補完する独自のポジションをさらに強固

なものとしてまいります。特に、社会的意義が高く成長の見込みがある事業については、当社のリソースを積極的

に投入し、顧客と共にイノベーションを創出していく方針です。

　具体的な成長戦略としましては、前期より展開している「周年記念プロジェクト」および「採用ブランディン

グ」のパッケージ販売を加速させ、売上の拡大を牽引いたします。また、新たな付加価値提案として、昨今のテク

ノロジー進化や組織課題に対応する「AI・マーケティング・HR（ヒューマンリソース）の研修事業」を推進いたし

ます。これにより、クリエイティブ制作にとどまらない、顧客企業の「人」と「組織」の成長を支援するビジネス

モデルを構築してまいります。

　今後も、MVV（ミッション・ビジョン・バリュー）の策定からWebサイト、ブランドブック、オフィスデザインと

いった一気通貫の表現支援に加え、運用面のコンサルティングメニューをさらに磨き上げます。これらの施策を通

じて他社との差別化を徹底し、収益性の改善と持続的な企業価値の向上に邁進してまいる所存です。

　このような環境の中、2027年３月期の業績見通しにつきましては、売上高1,083,920千円（前期比8.2％増）、営

業利益45,439千円（前期比386.5％増）、経常利益44,732千円（前期比432.2％増）、当期純利益29,711千円（前期

比3.3％増）を予想しております。

　また、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社は、現在、日本国内を中心に事業を展開しており、当社の利害関係者の多くは国内の株主、債権者、取引先等で

あるため、会計基準につきましては、日本基準を適用しております。
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（単位：千円）

当事業年度

（2026年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 125,810

受取手形 6,683

売掛金 152,637

電子記録債権 16,002

商品及び製品 64,144

仕掛品 7,460

貯蔵品 100

前渡金 61

前払費用 5,112

その他 10,143

貸倒引当金 △38

流動資産合計 388,118

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 315,916

構築物（純額） 742

機械及び装置（純額） 8,384

車両運搬具（純額） 891

工具、器具及び備品（純額） 19,368

土地 50,378

有形固定資産合計 395,681

無形固定資産

　ソフトウェア 11,132

無形固定資産合計 11,132

投資その他の資産

出資金 60

長期貸付金 5,000

その他 8,128

貸倒引当金 △5,000

投資その他の資産合計 8,188

固定資産合計 415,002

資産合計 803,121

３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表
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（単位：千円）

当事業年度

（2026年３月31日）

負債の部

流動負債

買掛金 83,407

短期借入金 151,525

１年内返済予定の長期借入金 31,338

未払金 1,658

未払費用 12,723

未払法人税等 110

契約負債 7,565

賞与引当金 8,636

その他 7,385

流動負債合計 304,350

固定負債

長期借入金 79,671

繰延税金負債 518

役員退職慰労引当金 30,112

退職給付引当金 51,283

資産除去債務 16,772

固定負債合計 178,357

負債合計 482,707

純資産の部

株主資本

資本金 12,500

利益剰余金

　利益準備金 3,500

　その他利益剰余金

　　圧縮積立金 105,650

　　特別償却準備金 40,067

　　株主配当積立金 3,750

　　別途積立金 140,000

　　繰越利益剰余金 16,792

　利益剰余金合計 309,760

自己株式 △1,847

株主資本合計 320,413

純資産合計 320,413

負債純資産合計 803,121
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(単位：千円)

当事業年度
(自　2025年４月１日
  至  2026年３月31日)

  売上高 1,001,345

  売上原価 647,892

  売上総利益 353,452

  販売費及び一般管理費 344,113

  営業利益 9,339

  営業外収益

    受取利息 1,379

　　受取配当金 3

　　不動産賃貸料 3,000

    売電収入 1,609

    その他 75

    営業外収益合計 6,068

  営業外費用

    支払利息 3,408

    不動産賃貸費用 3,594

    営業外費用合計 7,002

  経常利益 8,405

　特別利益

　　貸倒引当金戻入額 133,785

　　特別利益合計 133,785

　特別損失

　　抱合せ株式消滅差損 161,300

　　合併関連費用 982

　　固定資産処分損 288

　　特別損失合計 162,571

  税引前当期純損失（△） △20,379

  法人税、住民税及び事業税 200

  法人税等調整額 △49,329

  法人税等合計 △49,129

  当期純利益 28,749

（２）損益計算書
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株主資本

資本金

利益剰余金

利益準備金
その他利益剰余金

圧縮積立金
特別償却
準備金

株主配当
積立金

当期首残高 12,500 3,500 109,596 42,210 3,750

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益

　圧縮積立金の取崩 △3,945

　特別償却準備金の取崩 △2,143

当期変動額合計 － － △3,945 △2,143 －

当期末残高 12,500 3,500 105,650 40,067 3,750

株主資本

純資産
合計

利益剰余金

自己株式
株主資本

合計
その他利益剰余金

利益剰余金
合計別途積立金

繰越利益
剰余金

当期首残高 140,000 △16,896 282,160 △1,847 292,813 292,813

当期変動額

剰余金の配当 △1,149 △1,149 △1,149 △1,149

当期純利益 28,749 28,749 28,749 28,749

　圧縮積立金の取崩 3,945 － － －

　特別償却準備金の取崩 2,143 － － －

当期変動額合計 － 33,689 27,600 － 27,600 27,600

当期末残高 140,000 16,792 309,760 △1,847 320,413 320,413

（３）株主資本等変動計算書

当事業年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円）

                　　　 （単位：千円）
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（単位：千円）

当事業年度

(自  2025年４月１日

  至  2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純損失（△） △20,379

減価償却費 22,817

賞与引当金の増減額（△は減少） △490

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,937

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,785

受取利息 △1,379

受取配当金 △3

支払利息 3,408

貸倒引当金戻入額 △133,785

抱合せ株式消滅差損 161,300

合併関連費用 982

固定資産処分損 288

売上債権の増減額（△は増加） △20,083

棚卸資産の増減額（△は増加） △388

仕入債務の増減額（△は減少） 23,026

その他 △16,075

小計 27,964

利息及び配当金の受取額 80

利息の支払額 △3,337

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △5,816

合併関連費用の支払額 △982

営業活動によるキャッシュ・フロー 17,909

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △12,470

無形固定資産の取得による支出 △610

その他 50

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,030

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 24,000

長期借入金の返済による支出 △42,756

配当金の支払額 △1,149

財務活動によるキャッシュ・フロー △19,905

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △15,026

現金及び現金同等物の期首残高 137,645

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 3,191

現金及び現金同等物の期末残高 125,810

（４）キャッシュ・フロー計算書
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（５）財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更に関する注記）

　該当事項はありません。

（持分法損益等の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

　当社は単一セグメントであるため、該当事項はありません。

当事業年度

 （自　2025年４月１日

 至　2026年３月31日）

1株当たり純資産額 139円37銭

1株当たり当期純利益 12円51銭

当事業年度

 （自　2025年４月１日

  至　2026年３月31日）

当期純利益 (千円) 28,749

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 28,749

普通株式の期中平均株式数(株) 2,299,000

（１株当たり情報の注記）

　　　　前事業年度は連結財務諸表を作成しておりましたが、当事業年度は財務諸表を作成しております。

　　　そのため、前事業年度については記載しておりません。

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象の注記）

　該当事項はありません。

以上
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